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背景・課題、目標設定

取り組み内容・対策例 (1/2)

平成28年度

河 川 分 類 ：

事業開始年度：

 河原環境や安定的な淵の再生・創出により、黒部川の本来の姿である攪乱によりアキグミ等が疎らに生
育する礫河原、アユ、ヤマメ等の魚類が生息・生育できる水域環境を復元する。具体的には、礫河原の
面積、サクラマスの越夏場所、産卵場所の分布量を指標として自然再生を行う。

大河川
河 川 の 流 域 面 5200m3/s セ グ メ ン ト ： 1

定量的

　魚類の生息環境が低下しているため、広大な礫河原、メリハリのある瀬・淵が分布していた昭和50～60
年代頃の黒部川を目標として、黒部川の動植物の生息・生育に必要な河原環境、瀬・淵を保全・再生す
る必要が有る。

課題・目的（主な）：
工 法 （ 主 な ） ：

C（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価時）

多自然川づくり取り組み事例

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：
事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：
タ イ ト ル ：

礫河原、砂州・中州の保全・再生・創出、瀬・淵の保全・再生・創出
その他
委員会、協議会等の開催

黒部川における魚類（サクラマス）の生息実態調査について
黒部川水系／黒部川

環境整備
段 階 ：

682 整 備 計 画 流 量 ：
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取り組み内容・対策例 (2/2)

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ、今後の対応方針

備考

0765－52－4686

調査実施にあたり、潜水調査や越夏場調査を行い、生息環境の物理特性を把握の上、次期整備・設計にフィードバックする。
内水面漁協との意見交換会やヒアリングを実施し、サクラマスの生息場所・環境等について情報交換を行い調査を実施してい
る。

問い合わせ先 北陸地方整備局　黒部河川事務所　調査課

電話番号

整備の状況
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R4モニタリング結果（越夏場）


